
山梨大学大学院博士課程

国際流域総合水管理特別コース

山梨大学国際流域環境研究センター

センター長 坂本 康



a) プログラムの目的

• 流域水管理問題を抱える国々から、
その国の重要課題の解決に貢献

できる留学生を受け入れ、その国
の将来を担うリーダーを養成する。

51Students
Completion  28

Nepal: 12, Iran: 1, Indonesia: 7, Russia: 1, China: 11, Vietnam: 4, 
Afghanistan: 1, Bangladesh: 1, Thailand: 1, Sri Lanka: 1, 
Japan: 7, Cambodia: 2, 
Uzbekistan: 1, Korea 1 



b) 関連研究分野との連携

総合河川流域管理特論水資源システム特論

環境衛生工学特論
陸水水質アセスメント特論

環境生物工学特論

流域水文シミュレーション特論

●特別演習I

●特別演習II

フィールド・リサーチ

水文水資源 地域計画

浄化技術 汚染解析

流域管理に必須の実践的かつ学際・総合的な内容
修士課程「国際流域環境科学特別教育プログラム」と連動
流域医工学特論（修士）など医工融合を目指した科目もある

 全て英語
で講義
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情報の発信・共有

現地情報の提供、
共同研究、招聘

サポート、
情報共有

ホーチミン市
工業大学（ベトナム）
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大学 (タイ)

ブラヴィジャヤ
大学 (インドネシア)

山梨大学 (日本)

[面接者数]
H19： 11 ( 12)
H20： 11 ( 15)
H21： 25 ( 32)
H22： 14 ( 23)
H23： 30 (70)

※( )： 応募者数

c) プログラムの組織と国際的な連携

海外機関との協同
による入試～修了
後までの一貫体制

今後アジアから他地域へ



d) 若手のキャリアアップ

• 本学研究員としての
雇用

• ソーシャル
ネットワークの開設
GCOE‐UYコミュニケーション

スペース



まとめ

 地方大学での特色ある

教育は留学生数の拡充に
直接的に役立つ

 留学生個人だけでなく、
出身国にも役立つ

 競争相手を作るのでなく
ネットワークを作る

水問題の
専門家の
養成

実際的なスキル、技術史、国際協力などを
教えるためのカリキュラムの改善を検討中



おわり


